
原子炉水位低信号発生メカニズム
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ＬＴ：原子炉水位発信器

原子炉水位計の原理
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加圧時の弁開閉状態
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間違い

本来開けるべき弁
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復旧時の弁開閉状態
（警報発生）

① 計器テスト弁｢閉｣

② 計器止め弁｢開｣

③ 計器止め弁｢開｣

④ 計器均圧弁｢閉｣

⑤ 計器止め弁｢開｣

残圧が原子炉水位発
信器Ｃの片側に圧力
がかかり，「原子炉
水位低」信号が発信
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⑥ 計器止め弁｢開｣

⑦ 計器均圧弁｢閉｣

弁が閉まりきって
いなかった

⑧ 計器止め弁｢開｣

⑧の操作後に変動側
計測ラインにも残圧
がかかった

原子炉水位発信器Ａ，
Ｃの両側が同じ圧力に
なったため，「原子炉
水位低」信号が復帰

復旧時の弁開閉状態
（警報復帰）
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⑨ 計器 均圧弁｢閉｣

加圧
ポンプ

弁の開閉状態の確認を
実施した際に，閉まり
きっていなかった弁が
完全に閉まった

復旧時の弁開閉状態
（炉心スプレイポンプ起動）

⑩ ラック止め弁｢開｣

変動側計測ラインの残
圧が抜け，原子炉水位
発信器の片側に圧力が
かかり，Ａ，Ｃの両方
から「原子炉水位低」
信号が発信

炉心スプレイポンプが
起動
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